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一
条
兼
良
略
年
譜

凡
　
例

1
　
兼
良
の
事
蹟
を
主
と
し
、
関
連
事
項
は
特
に
参
照
す
べ
き
も
の
に
と
ど
め
た
（
▽
印
を
付
し
区
別
す
る
）
。

2
　
改
元
の
年
は
新
年
号
を
以
て
掲
出
し
た
。

3
　
年
号
の
次
の
数
字
は
西
暦
、
年
齢
は
数
へ
年
。

4
　
「
上
（
中
下
）
旬
」
を
「
上
（
中
下
）
」
、
「
以
前
」
を
「
前
」
と
略
し
た
。

5
　
典
拠
資
料
は
な
る
べ
く
示
す
や
う
に
努
め
た
が
、
代
表
的
な
も
の
一
つ
に
限
つ
た
場
合
や
、
全
く
省
略
し
た
場
合
も
あ
る
。

6
典
拠
資
料
は
略
号
を
用
ゐ
た
場
合
が
あ
る
。
例
へ
ば
、
記
録
類
は
「
記
」
を
概
ね
略
し
、
『
大
乗
院
寺
社
雑
事
記
』
を
「
雑
事
記
」
と
略
し

　
た
如
き
で
あ
る
。

7
　
重
要
な
著
作
の
内
、
成
立
年
時
未
詳
の
た
め
掲
出
し
え
な
か
つ
た
も
の
が
ま
ま
あ
る
。
諒
と
さ
れ
た
い
。

応
永
九
年

（
一
四
〇

二
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
1
歳

　

5
・
7
　
誕
生
二
条
家
譜
・
尊
経
閣
本
一
条
殿
伝
・
藤
河
の
記
）

応
永
十
九
年

（
一
四
一
二
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
1
1
歳

　
11

・

28

　
元
服
、
禁
色
・
昇
殿
を
聴
さ
れ
、
正
五
位
下
に
叙
せ
ら
る

　
　
　
　
　
（
補
任
・
一
条
家
譜
）

　
12

・

24
　
右
近
少
将
に

任
ぜ
ら
る
（
補
任
・
一
条
家
譜
・
一
条
殿
伝
）

応
永
二
十
年
（
一
四
一
三
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
1
2
歳

　
正
・
5
　
従
四
位
上
に
叙
せ
ら
る
（
補
任
・
一
条
家
譜
）

　
　
　
1
4
　
左
中
将
に
転
ず
（
同
）

　
4
・
1
6
　
従
三
位
に
叙
せ
ら
る
（
非
参
議
）
（
同
）

応

永
二
十
一
年
（
一
四
一
四
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
1
3
歳

　
正
・
5
　
正
三
位
に
叙
せ
ら
る
　
（
補
任
、
「
院
御
給
」
一
条
家
譜
・
一

　
　
　
　
　
条
殿
伝
）

　
3
・
1
6
　
権
中
納
言
に
任
ぜ
ら
る
（
補
任
・
一
条
家
譜
）

応
永
二
十
二
年
（
一
四
一
五
）

　
正
・
6
　
従
二
位
に
叙
せ
ら
る
（
「
院
当
年
御
給
」
補
任
・

応
永
二
十
三
年
（
一
四
一
六
）

　
正
・
6
正
二
位
に
叙
せ
ら
る
（
補
任
・
一
条
家
譜
）

　
1
1
・
4
　
権
中
納
言
に
任
ぜ
ら
る
（
同
）

応
永
二
十
五
年
（
一
四
一
八
）

　
1
1
・
1
7
　
▽
父
経
嗣
莞
ず
（
補
任
・
康
富
、

　
　
　
　
　
公
家
之
鏡
、
天
下
重
臣
、
朝
廷
無
人
、

　
　
　
　
　
聞
）

　
1
2
・
2
4
　
復
任
す
（
一
条
家
譜
・
一
条
殿
伝
）

15条14
歳案歳
　　巴

17

歳

「
有
職
漢
才
等
抜
群
、
為

　
　
尤
可
レ
惜
々
々
」
看



ヱ88

応
永
二
十
六
年
（
一
四
一
九
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
1
8
歳

　

正
・
1
3
　
将
軍
義
持
の
白
馬
節
会
の
根
元
の
問
に
答
ふ
（
「
如
レ
此
事
存

　
　
　
　
　
知
之
人
当
時
希
有
事
歎
」
看
聞
）

応
永
二
十
七
年
（
一
四
二
〇
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
1
9
歳

　
正
・
5
　
叙
位
執
筆
を
務
む
（
看
聞
・
康
富
・
一
条
殿
伝
）

　
閏
正
・
1
3
　
右
大
将
を
兼
ぬ
（
補
任
）

　

2
・
9
　
義
持
宝
瞳
寺
供
養
渡
御
に
屋
従
す
（
看
聞
）

　

3
・
2
6
　
左
大
将
に
転
ず
（
補
任
・
一
条
家
譜
）

応
永
二
十
八
年
（
一
四
二
一
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
2
0
歳

　
4
・
2
2
　
除
目
執
筆
を
務
む
（
看
聞
）

　

5
・
6
　
▽
母
（
菅
原
秀
長
女
）
逝
去
す
（
一
条
家
譜
・
一
条
殿
伝
）

　

7
・
4
　
復
任
す
（
同
）

　
　
　
5
　
内
大
臣
に
任
ぜ
ら
る
（
補
任
）

　
8
・
2
8
　
除
服
の
宣
旨
を
受
く
（
一
条
家
譜
）

　

こ
の
年
　
詠
草
に
柳
営
と
自
署
せ
る
に
よ
り
、
将
軍
義
持
の
忌
諦
に
触

　
　
　
　
　
れ
、
謹
慎
を
強
ひ
ら
る
（
兼
宣
）

応
永
二
十
九
年
（
一
四
二
二
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
2
1
歳

　
正
・
2
9
『
公
事
根
源
』
成
る
（
9
◇

応
永
三
十
年

（
一
四

二

三
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
2
2
歳

　
6
　
　
　
左
大
将
を
辞
す
（
補
任
）

応
永
三
十
一
年
（
一
四
二
四
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
2
3
歳

　
正
・
1
6
　
踏
歌
節
会
内
弁
を
務
む
（
看
聞
）

　
4
・
2
0
　
右
大
臣
に
転
ず
（
補
任
）

応
永
三
十
二
年
（
一
四
二
五
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
2
4
歳

　
正
・
5
　
従
一
位
に
叙
せ
ら
る
（
補
任
）

　
　
　
7
　
白
馬
節
会
内
弁
を
務
む
（
看
聞
）

応
・
氷
三
十
一
二
年
（
一
四
二
六
）

　
正
・
2
7
～
2
9
　
県
召
除
目
執
筆
を
務
む
（
康
富
）

　
9
・
1
3
　
仙
洞
連
歌
会
・
二
十
首
会
に
出
詠
す
（
薩
戒
）

正
長
元
年

（
一
四

二
八
）

　
3
・
1
4
　
義
宣
に
参
賀
す
（
建
内
）

永
享
元
年

（
一
四

二
九
）

　
8
・
4
　
左
大
臣
に
転
ず
（
補
任
・
看
聞
・
康
富
）

　
1
2
・
2
7
　
▽
後
花
園
天
皇
即
位

永
享
二
年
（
一
四
三
〇
）

　
9
・
4
　
親
王
・
大
臣
書
札
礼
事
を
義
教
に
注
進
す
（
看
聞
）

　
1
1
・
1
4
　
大
嘗
会
奉
行
を
務
む
（
永
享
大
嘗
会
記
）

永
享
三
年

（
一
四
三
一
）

　
1
2
・
2
9
　
▽
息
教
賢
、
宝
智
院
に
入
室
す

　
　
　
　
　
汰
進
」
看
聞
）

永
享
四
年

（
一
四

三
二
）

　
2
・
1
7
　
御
堂
関
白
花
見
の
例
を
義
教
に
勘
申
す
（
看
聞
）

　
　
　
2
2

　
　
　
　

済
）

　
3
・
4
　
義
教
花
見
に
同
道
す
（
看
聞
）

　
8
・
1
3
　
摂
政
・
氏
長
者
と
な
る
（
補
任
）

　
　
　
2
8
　
左
大
臣
を
辞
す
（
同
）

10
・
2
6

　
　
　
　

及
ば
ず

（「
無
念
事
也
」
看
聞
）

　
　
　
2
7
　
摂
政
を
辞
す
（
補
任
）

義
教
よ

り

尾
張

■

摂
津
の
内

ニ
ケ

所
の
所
領
を
贈
ら
る 31

歳

今
装
束
等
自
室
町
殿
被
沙

25

歳

27

歳

28

歳

29

歳

30

歳
　

（満

仙
洞
に
お
け
る
天
皇
元
服
に
つ
い
て
儀
伎
あ
る
も
、
拝
賀
に
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永
享
五
年

　
正
・
2
8

　
2
　
●
3

　
　
　
1
1

　
3
・
2
7

　
9
・
2
2

　
1
0
・
2
8

　

こ
の
年

永
享
六
年

　

3
・
1
5

　
4

　
10

・

1

　
1
2
・
1

永
享
七
年

　
正
・
1
0

　
つ
O
　
・
　
∩
0

　
10

・

17

永
享
九
年

　

7
・
2
3 （

一
四

三

三
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
3
2
歳

後
花
園

天
皇
元
服
を
賀
す
（
看
聞
）

自
邸
に
て
歌
会
を
催
す
（
薩
戒
）

義
教
、
北
野
社
に
て
一
日
一
万
句
の
法
楽
連
歌
会
を
張
行
、

出
詠
し
序
を
草
す
（
看
聞
）

義
教
邸
歌
会
に
出
詠
す
（
看
聞
・
静
嘉
堂
本
瑠
璃
壼
百
首
）

『
永
享
百
首
』
の
人
数
に
加
は
る
。
翌
月
1
2
日
ま
で
に
詠
進

す
べ
き
の
仰
（
看
聞
）

後
小
松
院
崩
御
、
義
教
の
諮
問
に
よ
り
諒
闇
説
を
唱
へ
、
そ

の
如
く
仰
せ
出
さ
る
（
看
聞
）

真
如
寺
東
嶽
澄
晰
の
後
小
松
院
追
悼
の
詩
に
和
す

『
諒
闇

記
』
成
る
か

（
一
四
三
四
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
3
3
歳

延
年
舞
を
見
物
す
（
看
聞
）

こ

の
頃
ま
で
に
『
永
享
百
首
』
を
出
詠
す
（
看
聞
）

宋
雅
七
回
忌
品
経
和
歌
に
出
詠
す
（
薩
戒
・
書
陵
部
本
品
経

和
歌
）

新
玉
津
島
社
法
楽
歌
に
出
詠
す
（
看
聞
・
満
済
）

（
一
四

三

五
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
3
4
歳

室
町
殿
に

参
賀
す

（看
聞
）

桃
花
宴
に
て
発
句
を
詠
ず
「
魚
は
木
に
の
ほ
る
か
桃
の
花
の

滝
」
（
看
聞
）

『
新
続
古
今
集
』
序
を
草
す
こ
と
を
領
状
す
（
看
聞
）

（
一
四

三

七
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
3
6
歳

『
女
官
飾
抄
』
成
る
（
尊
経
閣
本
奥
書
）

　
1
0
・
2
0
　
内
覧
の
宣
旨
を
蒙
る
（
一
条
家
譜
・
一
条
殿
伝
）

　
　
　
2
1
　
室
町
邸
へ
の
方
違
の
行
幸
に
供
奉
す

　
　
　
2
5
　
大
井
河
三
船
御
会
に
詩
歌
を
出
詠
し
、
和
歌
序
を
草
す
（
看

　
　
　
　
　
聞
・
室
町
殿
行
幸
記
・
室
町
殿
行
幸
和
歌
）

永
享
十
年

（
一四
三
八
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
37

歳

　
正
・
1
0
　
室
町
殿
に
参
賀
す
（
看
聞
）

　
2
・
2
8
　
内
裏
歌
会
に
出
詠
す
（
看
聞
・
禁
裏
御
会
和
歌
）

　
8
・
2
3
　
『
新
続
古
今
集
』
両
序
を
草
す

　
　
　
3
0
　
▽
息
尋
尊
、
大
乗
院
に
入
室
す
（
看
聞
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
38
歳

永
享
十
一
年
（
一
四
三
九
）

　
正
・
上
　
『
江
次
第
抄
』
成
る

嘉
吉
元
年

二

四
四
一
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

40

歳

　
正
・
1
0
　
室
町
殿
に
参
賀
す
（
看
聞
）

　
3
　
　
　
洞
院
実
禦
へ
の
返
事
と
し
て
『
源
語
装
束
抄
』
成
る

　

こ
の
年
　
『
四
六
二
六
配
革
封
図
』
成
る

嘉
吉
二
年
（
一
四
四
二
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
4
1
歳

　
10

・
2
6
　
近
衛
房
嗣
と
関
白
を
争
ふ
（
「
無
御
拝
任
者
、
可
有
御
隠
遁

　
　
　
　
　
之
由
、
前
摂
政
殿
内
々
御
述
懐
也
、
言
語
道
断
御
事
也
」
看

　
　
　
　
　
聞
）

嘉
吉
三
年

（
一
四
四

三
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫
歳

　
正
・
1
0
　
室
町
殿
に
参
賀
す
（
看
聞
）

14

3　2

4　10

自
邸
に
て
歌
合
を
催
す
（
看
聞
）

『
長
秋
詠
藻
』
を
教
房
と
と
も
に
書
写
す

館
本
奥
書
）

竹
園
独
吟
和
漢
聯
句
に

合
点
す

（看
聞
）

（川
越
市
立
図
書
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　　　8

下27

2

3029

　　　文

正窒12
’　兀　　゜

10年13

3
　
．
3

文
安
三
年

　
正
・
2
9

　

こ
の
年

文
安
四
年

　
6
・
1
5

文
安
五
年

　
正
・
2
6

　
2
°
3
前

　
　
　
2
2

『
源
氏
物
語
』
校
合
の
た
め
に
伏
見
宮
本
を
借
用
す
（
看
聞
）

冷
泉
持
和
よ
り
定
家
筆
『
伊
勢
物
語
』
を
借
用
し
、
校
合
す

る
か
（
紅
梅
文
庫
旧
蔵
本
奥
書
）

笏
寸
法
を

伏
見
宮
に

尋
ね

ら
る
る
も
、
覚
悟
せ
ず
（
看
聞
）

（
一
四
四
四
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
4
3
歳

室
町
殿
へ
参
賀
す
（
康
富
）

改
元
次
第
作
進
す

（康
富
）

『
源
氏
物

語
』
乙
女
巻
を
談
義
し
、
正
徹
・
尭
孝
・
冷
泉
持

為
・
為
富
ら
聴
聞
す
。
こ
の
後
、
3
・
1
2
、
4
’
5
、
1
1
、

5
・
4
に
及
ぶ
（
康
富
）

鷹
司
殿
に
て
発
句
を
詠
ず
「
花
の
時
み
に
な
る
桃
の
日
影
か

な
」
（
康
富
）

（
一
四
四

六
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
4
5
歳

太
政
大
臣
に
任
ぜ
ら
る
（
補
任
）

月
次
続
歌
百
首
を
催
し
、
尭
孝
ら
出
詠
す
（
尭
孝
法
印
日

記
）『

文
安
詩
歌
合
』
の
判
者
と
な
る

（
一
四
四

七
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
4
6
歳

関
白
と
な
る
。
氏
長
者
と
な
り
、
兵
伎
・
牛
車
を
賜
は
る

（補
任
）

（
一
四

四
八
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
4
7
歳

県
召
除
目
の
た
め
参
内
す
。
正
・
2
9
に
及
ぶ
（
康
富
）

　
自
邸
に
て
孔
子
講
を
行
ひ
、
『
論
語
』
を
談
義
す
（
康
富
）

『貞
成
親
王
尊
号
宣
下
並
御
報
書
次
第
』
成
る
（
書
陵
部
本

奥
書
）

　
6
・
1
8

　
こ
の
年

宝
徳
元
年

643
11623

　　　ユユ　8　7

1815　9　22

　　　正

18　5

宝
徳ユ2

年12

　　宝

正徳ユ14

18年　　28

　　　3　2

292321

五
十
首
外
様
歌
会
始
に
出
詠
す
（
公
宴
続
歌
二
）

兼
良
家
千
首
続
歌
に

雅
親
ら
出
詠
す
（
亜
椀
集
五
．
＋
）

（
一
四
四

九
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
4
8
歳

県
召
除
目
の
た
め
参
内
す
。
3
・
2
7
に
及
ぶ
（
康
富
）

▽
息
宝
池
院
教
賢
円
寂
す
（
康
富
）

禁
裏

に
、
天
下
飢
錨
疫
腐
に
つ
き
、
仮
名
消
息
を
奉
る
（
康

富
）禁

裏
月
次
歌
会
に
出
詠
す
（
類
聚
和
歌
）

多
武
峯
聖
廟
御
影
像
遷
座
に
つ
き
、
使
を
立
つ
（
康
富
）

『
源
氏
和
秘
抄
』
成
る

禁
裏
月
次
歌
会
に
出
詠
す
。
1
2
・
1
8
に
も
（
大
東
急
本
宝
徳

和
歌
集
）

冬
至
叙
位
の
た
め
参
内
す
（
康
』
邑

（
一
四

五
〇
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
4
9
歳

叙
位
の
た
め
参
内
す
（
康
富
）

禁
裏
月
次
歌
会
に
出
詠
す
。
2
・
1
8
、
3
・
1
8
、
1
2
・
1
8
に

も
（
宝
徳
和
歌
集
・
公
宴
続
歌
二
）

太
政
大
臣
を
辞
す
（
補
任
）

『
仙
洞
歌
合
』
の
判
者
と
な
り
、
祓
を
草
す

（
一
四

五
一
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
5
0
歳

禁
裏
月
次
歌
会
に
出
詠
す
。
2
・
1
8
、
3
・
1
8
、
4
・
1
8
、

5
・
1
8
、
6
0
1
8
に
も
（
公
宴
続
歌
五
）

『
日
本
書
紀
』
皇
極
紀
訓
点
を
校
合
す
（
東
洋
文
庫
本
奥
書
）

県
召
除
目
の
た
め
参
内
す
。
3
・
2
6
に
及
ぶ
（
康
富
）

自
邸
に
て
『
三
代
集
作
者
百
韻
』
を
張
行
す
（
康
富
）
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8
　
・
5

正

18

享
徳
兀
年

12

271511

　
2
°
1
後

　
1
0

　
閏
1
1

享
徳
二
年

8こ6432・ の　・　…
8　　月　　28　28　27　　2

康　　　　享
正1286正徳
兀　◆　　　”　二
年　27　　　　17　30　年

二
四
五
四
）

詩
を

賦
し
洞
院
実
熈
に
贈
る
（
康
富
）

禁
裏
月
次
歌
会
に
出
詠
す
（
師
郷
・
綱
光
）

吉
田
祭
八
月
延
引
の
先
例
を
勅
問
さ
る
（
康
富
）

室
町
殿
に

歳
末
御
礼
に
参
る
（
康
富
）

二

四

五
五
）

自
邸
に
て
『
江
家
次
第
』
を
談
義
す
。
こ
の
後
8
・
2
4
、

2
9
、
9
・
6
に
及
ぶ
（
康
富
）

『
宝
徳
歌
合
』
に
出
詠
す

『
以
呂
波
百
韻
』
に
出
詠
す

室
町
殿
に

歳
末
御
礼
に
参
る
（
康
富
）

（
一
四

五

二
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
5
1
歳

禁
裏
月
次
歌
会
に
出
詠
す
。
4
・
1
8
、
5
・
1
8
、
6
・
1
8
、

7
・
1
8
、
8
・
1
8
に
も
（
公
宴
続
歌
四
・
宝
徳
和
歌
集
）

　
雅
世
没
の
哀
傷
歌
を

詠
ず

（亜
椀
集
＋
）

『
連
歌
新
式
追
加
井
今
案
等
』
成
る

宗
瑚
の
意
を

徴
し
、
『
連
歌
初
学
抄
』
成
る

（
一
四
五
三
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
5
2
歳

雅
世
一
回
忌
品
経
和
歌
に
出
詠
す
（
品
経
和
歌
）

『
雲
井
の
春
』
成
る

関
白
を
辞
す
（
補
任
）

准
三
宮
と
な
る
（
一
条
家
譜
）

『
源
氏
物
語
年
立
』
成
る

焼
亡
せ
し
善
福
寺
三
善
清
行
影
像
を
再
写
し
、
こ
れ
に
賛
す

（康
富
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
53

歳

54

歳

閏
4

1

正

1〔｝

　
7
　
●
7

　
9
前

　
1
2
・
2
7

　
　
　
2
9

康
正
二
年

　
8

長
禄
元
年

　
3
・
1
6

　
6
・
3
0

長
禄
二
年

　
8
・
1
9

秋12
・

5

寛
正
元
年

　
正
・
2
9

　
8

　
冬

寛
正
二
年

室
町
殿
に

参
賀
す

（康
富
）

　
去
月
賀
茂
祭
故
な
く
行
は
れ
ず
、
い
か
が
す
べ
き
か
の
勅

問
に
対
し
、
閏
月
と
い
へ
ど
も
今
月
行
は
る
べ
き
の
由
奏
す

（康
富
）

丹
波
盛
長
邸
詩
短
冊
会
に
出
詠
す
（
康
富
）

『
神
楽
注
秒
抄
』
『
催
馬
楽
注
秘
抄
』
成
る

『
内
裏
歌
合
』
に
出
詠
す

日
野
政
光
十
三
回
忌
品
経
和
歌
に
出
詠
す
（
品
経
和
歌
）

二

四
五
六
）

『
異
体
千
句
』
の
序
を
草
し
合
点
す

二
四
五
七
）

月
次
歌
会
を
始
む
（
雑
事
記
）

内
裏
に
て
『
日
本
紀
』
を
談
義
す
（
雑
事
記
）

二
四

五
八
）

幕
府
歌
会
に
出
詠
す

閣
本
秋
日
陪
内
相
府
同
詠
和
歌
）

『
道
興
百
首
』
に
合
点
し
、
道
興
と
贈
答
す

大
阪
天
満
宮
本
詠
百
首
和
歌
）

▽
長
子
教
房
関
白
と
な
る
（
補
任
）

『
一
条
教
房
関
白
宣
下
次
第
』
成
る

二

四
六
〇
）

室
町
殿
連
歌
会
に
出
詠
す
（
雑
事
記
）

本
能
寺
日
誉
よ
り
法
華
要
品
の
講
説
を
受
く

初
稿
本
『
伊
勢
物
語
愚
見
抄
』
成
る

二
四
六
一
）

55

歳

56

歳

57

歳

（在
盛
・
雑
事
記
・
御
会
和
歌
・
尊
経

（続
撰
吟
抄
八
・

59

歳

60

歳
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7
・
1
8

　
8
・
1
5

　
こ
の
月

寛
正
四
年

　
3
・
3
0

　
6
・
2
1

　
7
　
・
只
）

　
8
　
・
2

　
秋
冬

寛
正
五
年

　
1
0

　
⑫
・
5

内
裏
に
て
『
源
氏
物
語
』
を
談
義
す
。
こ
の
後
、
翌
3
・

12
・

3
に
及
ぶ
（
雑
事
記
）

▽
教
房
長
子
政
房
元
服
す

（雑
事
記
）

（
一
四

六
二
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
6
1
歳

自
著
『
伊
勢
物
語
註
』
を
尋
尊
に
与
ふ
（
雑
事
記
）

内
裏
連
歌
会
に
出
詠
す
（
雑
事
記
）

内
裏
連
歌
会
に
出
詠
し
、
『
源
氏
物
語
』
を
談
義
す
（
雑
事

記
）延

暦
寺
東
塔
東
谷
の
童
子
虎
若
の
早
世
に
際
し
、
東
谷
法
師

ら
品
経
和
歌
を
尋
尊
ら
に
勧
進
し
、
兼
良
序
を
草
す
（
雑
事

記
）禁

裏
月
次
歌
会
に
出
詠
す
（
公
宴
続
歌
六
・
類
聚
和
歌
・
高

松
宮
本
百
首
和
歌
）

『
連
歌
執
筆
作
法
』
成
る

兼
良
の
奏
上
に
よ
り
清
浄
華
院
等
禦
に
国
師
号
追
贈
せ
ら
る

二
四
六

三
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
6
2
歳

教
房
等
と
と
も
に
百
韻
連
歌
を
張
行
す
（
陽
明
本
連
歌
集
）

七
観
音
に
詣
づ
（
雑
事
記
）

内
裏
連
歌
会
に
出
詠
す
（
雑
事
記
）

内
裏
に
て
『
源
氏
物
語
』
『
古
文
真
宝
』
を
談
義
す
（
雑
事

記
）『

勧
修
念
仏
記
』
成
る

（
一
四
六

四
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
6
3
歳

『
智
証
大
師
年
譜
』
に
序
す

仙
洞
三
席
御
会
に
出
詠
し
、
序
を
草
す
（
蔭
涼
軒
・
寛
正
五

　
　
　
　
　
年
仙
洞
三
席
御
会
詩
歌
）

寛
正
六
年

（
一
四
六
五
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
6
4
歳

　
正
・
1
9
　
室
町
殿
連
歌
会
に
出
詠
す
（
親
元
）

　
3
・
4
　
義
政
の
花
頂
山
花
見
に
列
る
（
親
元
・
雑
事
記
）

　
　
　
9
　
仙
洞
に
て
猿
楽
を
見
物
す
（
雑
事
記
）

　
　
　
中
　
翔
之
鳳
禅
『
竹
居
西
遊
集
』
に
序
す

　
1
1
・
2
7
　
仙
洞
詩
歌
会
に
出
詠
す
（
親
元
・
親
基
・
雑
事
記
）

文
正
元
年

（
一
四
六

六
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
6
5
歳

　
閏
2
・
2
6
　
関
白
二
条
持
通
、
そ
の
職
を
息
政
嗣
に
譲
ら
ん
と
す
る
を

　
　
　
　
　
見
て
、
競
望
す
（
政
家
）

　
8
　
2
0
　
▽
京
都
物
念
に
よ
り
、
息
教
房
、
南
都
興
福
寺
大
乗
院
に
下

　
　
　
　
　
向
す
（
政
家
）

　
9
　
2
　
▽
朝
倉
敏
景
弟
光
玖
、
一
条
家
所
領
安
居
を
侵
し
、
代
官
源

　
　
　
　
　
康
俊
を
逐
ふ
。
同
国
河
井
・
加
賀
の
民
、
光
玖
を
逐
ひ
て
康

　
　
　
　
　
俊
を
復
す
（
雑
事
記
）

　
1
1
・
1
6
　
『
源
氏
物
語
』
夢
浮
橋
巻
を
曼
殊
院
良
鎮
に
付
属
す
（
大
島

　
　
　
　
　
本
奥
書
）

応
仁
元
年

（
一

，
四
六
七
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
6
6
歳

　
3
・
1
1
　
内
大
臣
日
野
勝
光
、
拝
賀
の
指
南
を
乞
ふ

　
5
・
1
0
　
関
白
と
な
る
（
補
任
）

　
7
・
6
　
後
花
園
院
の
仰
に
よ
り
、
伏
見
宮
貞
常
親
王
と
と
も
に
幕
府

　
　
　
　
　
に
至
り
、
兵
変
を
舜
め
ん
こ
と
を
伝
ふ
（
政
家
）

　
8
　
2
3
　
▽
夫
人
東
御
方
、
奈
良
に
下
向
す
（
雑
事
記
）

　
　
　
2
5
前
　
九
条
随
心
院
に
乱
を
避
く
（
雑
事
記
）

　
　
　
2
5
　
▽
教
房
奈
良
に
下
向
す
（
雑
事
記
）
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10　9

1718

応
仁
二
年

　
7
　
■
6

26

8
・
1
3

文

明12
フC　’

年11

閏こ　9
10の　’

・ 月　62719

4

自
邸
、
桃
華
坊
文
庫
焼
亡
す
（
政
家
）

後
土
御
門
天
皇
独
吟
賦
何
人
連
歌
に
、
後
花
園
院
と
と
も
に

合
点
す

（井
坊
英
二
蔵
）

（
一
四
六

八
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
6
7
歳

関
白
渡
領
の
大
和
仲
川
庄
を
、
二
条
良
基
の
先
例
に
任
せ

て
、
多
武
峯
に
寄
進
す
（
談
山
神
社
文
書
）

▽
孫
政
房
、
奈
良
に
下
向
し
、
摂
津
兵
庫
に
赴
く
（
雑
事

記
・
政
家
）

光
明
峰
寺
兵
火
、
一
条
家
記
録
多
く
焼
亡
す
（
政
家
・
雑
事

記
）興

福
寺
禅
定
院
に
入
る
（
雑
事
記
）

成
就
院
に
移
る
（
雑
事
記
）

　
　

▽
教
房
、
土
佐
に
赴
く
（
雑
事
記
・
政
家
）

　
　

武

田
本
『
伊
勢
物
語
』
を
書
写
す
（
天
理
本
奥
書
）

　
24
　
尋
尊
に
一
条
家
文
書
を
預
く
（
雑
事
記
）

　
　

春
日
法
楽
和
歌
題
を
尋
尊
に
与
ふ
（
雑
事
記
）

　
　
（
一
四
六
九
）

・
1
　
尋
尊
、
兼
良
の
資
に
当
つ
る
た
め
、

　
　

（雑
事
記
）

108　75
17　21　13　11　28　28

68

歳

諸
庄
に
用
米
を
課
す

改
元
に
関
し
勅
答
す
（
補
任
）

連
歌
会
を

張
行
す

（雑
事
記
）

宗
紙
東
国
よ
り
帰
り
謁
す
（
雑
事
記
）

大
乗
院
に

て
連
歌
会
を

張
行
し
、
宗
祇
加
は
る

藤
次
郎
・
守
菊
の
猿
楽
を
観
る
（
雑
事
記
）

▽
政
房
、
兵
庫
福
原
に
て
亮
ず
（
雑
事
記
）

（雑
事
記
）

1211

2　57

　　　　　　　文

　　2　正明

12586年15

3

下25ユ4

こ
の
［
月

4
・
1
5

6
・
1
9

7
・
1
5

8

319

成
就
院
に
ト
一
検
校
参
ず
（
雑
事
記
）

自
筆
『
秋
篠
月
清
集
』
二
帖
を
尋
尊
に
与
ふ
（
「
末
代
重
宝

也
」
雑
事
記
）

後
花
園

院
、
御
書
・
御
詠
を
賜
ひ
、
帰
京
を
促
す
（
雑
事

記
）上

洛
、
翌
春
に
延
引
す
（
雑
事
記
）

（
一
四
七
〇
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
6
9
歳

『
北
畠
大
納
言
家
二
百
五
十
番
連
歌
合
』
に
顕
を
草
し
加
判
す

茶
会
を
催
す
（
雑
事
記
）

美
濃
斎
藤
妙
椿
、
二
千
五
百
疋
を
献
ず
（
雑
事
記
）

興
福
寺
、
薪
猿
楽
（
金
春
・
宝
生
）
を
興
行
し
、
鷹
司
房
平

等
と
と
も
に
見
物
す
（
雑
事
記
）

教
房
物
を
贈
り
、
兼
良
に
下
向
を
勧
む
（
雑
事
記
）

連
歌
会
を
張
行
す

（雑
事
記
）

『
紫
明
抄
』
を
書
写
す
（
刈
谷
図
書
館
蔵
和
歌
秘
説
集
所
収

本
奥
書
）

二
条
家
伝
来
の

秘
説
集
を
相
伝
す
（
刈
谷
図
書
館
蔵
和
歌
秘

説
集
奥
書
）

春
日
社
・
興
福
寺
に
福
原
庄
を
寄
進
す
（
春
日
大
社
文
書
九

四
．
二
九
三
号
）

十
輪
院
石
仏
を

観
る
（
雑
事
記
）

日
野
勝
光
、
関
白
職
を
二
条
政
嗣
に
譲
ら
ん
こ
と
を
勧
む

（雑
事
記
）

関
白
を
辞
す
（
補
任
）

幼
子
冬
良
を

教
房
の
猶
子
と
し
、
家
督
に
定
む
（
雑
事
記
）
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1
5
　
連
歌
会
を
張
行
す
（
雑
事
記
）

　
9
・
5
　
美
濃
に
赴
か
ん
と
し
、
伊
勢
に
入
る
（
雑
事
記
）

　
　
　
1
6
　
伊
勢
国
司
北
畠
教
具
に
歓
待
せ
ら
る
る
も
、
美
濃
兵
乱
を
聞

　
　
　
　
　
き
、
帰
南
す
（
雑
事
記
）

　
　
　
2
1
　
義
政
、
和
歌
の
点
を
請
ふ
（
雑
事
記
）

　
　
　
2
9
　
連
歌
会
を
張
行
す
（
雑
事
記
）

　
　
　
下
　
『
筆
の
す
さ
び
』
成
る

　
1
0
・
8
　
白
毫
寺
・
一
院
等
を
遊
覧
す
（
雑
事
記
）

　
　
　
1
5
　
連
歌
会
を
張
行
す
（
雑
事
記
）

文
明
三
年
（
一
四
七
一
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
7
0
歳

　
正
・
2
　
先
帝
追
号
の
勘
文
を
奉
る
（
親
長
）

　
　
　
7
　
茶
会
を
催
す
。
1
6
に
も
（
雑
事
記
）

　
2
・
5
　
連
歌
会
を
張
行
す
（
雑
事
記
）

　
　
　
1
7
　
一
条
家
記
録
を
弥
勒
堂
に
奉
約
す
（
雑
事
記
）

　
　
　
3
0
　
斎
藤
妙
椿
、
二
千
疋
・
服
を
献
ず
（
雑
事
記
）

　
3
・
1
6
　
浄
土
寺
に
て
花
見
を
し
、
連
歌
会
を
張
行
す
（
雑
事
記
）

　
　
　
1
7
　
白
毫
寺
に
て
花
見
を
し
、
寂
浄
院
に
て
連
歌
会
を
張
行
す

　
　
　
　
　
（
雑
事
記
）

　
　
　
2
3
　
吉
野
に
花
見
に
赴
く
（
雑
事
記
）

　
こ
の
月
　
『
申
楽
濫
膓
記
』
『
桃
華
老
人
申
楽
後
証
記
』
成
る

　
4
・
1
9
　
千
句
連
歌
合
を
張
行
す

　
こ

の
月
　
『
花
鳥
口
伝
抄
』
成
る

　
閏
8
・
1
5
　
十
五
夜
に
つ
き
詠
歌
す
（
雑
事
記
）

　
　
　
2
1
　
連
歌
会
を
張
行
す
（
雑
事
記
）

　
9
・
1
8
　
中
御
門
宣
胤
の
所
望
に
よ
り
、
『
古
今
集
』
を
談
義
す
（
雑

12　　　10　　8　　5　4

上25　1424727上613上

　　　　　　文
　　　3　2明　　12
　　　・　・四　　・
53　　2下年　　27

　10

8　4

事
記
）

『
古
今
集
』
を
談
義
す
（
雑
事
記
）

斎
藤
妙
椿
、
『
唯
識
論
』
頓
写
を
兼
良
を
通
じ
て
尋
尊
に
請

ひ

し
が
、
こ
の
日
頓
写
す
。
『
古
今
集
』
を
談
義
す
（
雑
事

記
）後

花
園
院
一
周
忌
に
よ
り
、
『
華
厳
経
』
第
四
巻
を
謹
写
し
、

こ

れ
に

詠
歌
を
添
ふ
（
雑
事
記
）

（
一
四
七

二
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
7
1
歳

周
文
筆
『
蜀
山
図
』
に
賛
す
（
岩
橋
小
弥
太
蔵
）

光
秀
部
屋
に
て
連
歌
会
張
行
さ
れ
、
加
は
る
。
三
条
局
息
女

を

生
む

（雑
事
記
）

浄
土
寺
に

て
花
見
を
し
、
連
歌
一
折
を
な
す
（
雑
事
記
）

内
裏
五
首
和
歌
に
合
点
す
（
紅
塵
灰
集
・
書
陵
部
本
貞
常
親

王
御
詠
草
）

『
河
海
抄
』
を
書
写
す
（
桂
宮
本
奥
書
）

自
筆
『
百
法
問
答
』
三
帖
を
尋
尊
に
預
く
（
雑
事
記
）

連
歌
会
を
張
行
す
（
雑
事
記
）

『
筆
の
す
さ
び
』
を
書
写
す
（
九
条
家
本
奥
書
）

尋
尊
の
執
成
に

よ
り
、
大
内
教
弘
影
像
に
賛
す
（
雑
事
記
）

春
日
社
に
参
る
（
雑
事
記
）

▽
息
女
出
家
、
法
名
尊
好
（
雑
事
記
）

『
三
代
勅
筆
論
』
等
を
春
日
社
経
蔵
に
納
む
る
に
、
尋
尊
、

兼
良
に
見
参
す
（
雑
事
記
）

夫
入
東
御
方
、
美
濃
に
下
向
す
（
雑
事
記
）

初
稿
本

『
花
鳥
余
情
』
成
る
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2
9
　
冬
良
元
服
し
、
兼
良
加
冠
す
（
雑
事
記
）

文
明
五
年
（
一
四
七
三
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
7
2
歳

　
正
・
2
6
　
四
条
隆
量
の
請
に
よ
り
、
『
日
本
紀
』
を
談
義
す
。
2
・
1
、

　
　
　
　
　
6
、
2
0
、
2
1
、
3
・
1
0
、
1
5
、
2
8
に
及
ぶ
（
雑
事
記
）

　
2
・
2
5
　
大
乗
院
月
次
連
歌
和
歌
会
に
出
詠
す
（
雑
事
記
）

　
4
・
1
5
　
尋
尊
修
復
の
『
弥
勒
菩
薩
経
』
に
加
点
す
（
松
本
文
三
郎

　
　
　
　
　
蔵
）

　
　
　
2
3
　
足
利
義
視
書
を
寄
せ
、
出
処
進
退
を
諮
る
（
雑
事
記
）

　
　
　
2
7
　
美
濃
へ
門
出
す
（
雑
事
記
）

　
5
・
2
　
美
濃
へ
向
ふ
（
雑
事
記
・
藤
河
の
記
）

　
　
　
7
　
妙
椿
に
会
ひ
、
歓
待
を
受
く
（
藤
河
の
記
）

　
　
　
2
8
　
南
都
に
帰
る
（
雑
事
記
・
藤
河
の
記
）

6
・
2
5
前
良
鎮
に
『
古
今
集
愚
見
抄
』
を
付
属
す
（
京
大
本
奥
書
）

　
こ
の
日
　
大
乗
院
に
て
出
家
、
法
名
覚
恵
、
戒
師
経
覚
（
雑
事
記
）

　
7
・
2
　
連
歌
会
を
張
行
す
（
雑
事
記
）

　
　
　
下
　
正
広
の
依
頼
に
よ
り
、
『
草
根
集
』
序
を
草
す

　
8
・
1
1
　
大
乗
院
に
て
猿
楽
を
見
物
す
（
雑
事
記
）

　
　
　
1
5
　
連
歌
会
を
張
行
す
（
雑
事
記
）

　
　
　
2
3
　
西
大
寺
に
参
詣
す
（
雑
事
記
）

　
秋
　
　
　
『
南
都
百
首
』
成
る

　
1
0
・
8
　
連
歌
会
を
張
行
し
、
宗
紙
参
申
す
（
雑
事
記
）

　
　
　
1
6
　
長
谷
寺
に
参
詣
す
（
雑
事
記
）

　
　
　
2
6
前
　
『
藤
河
の
記
』
成
る
（
御
所
本
奥
書
）

　
1
1
・
7
　
『
親
長
卿
家
歌
合
』
に
判
を
加
ふ

　
　
　
1
2
　
▽
夫
人
束
御
方
出
家
す
（
雑
事
記
）

こ

の

年18

　　　　　　文

5　2　明
　　　　・六

3028年
8　　7　6
343284

9

252ユ

1210

28中

文
明
七
年

　
正
・
四

　
こ
の
月

　
2

　
6
°
7

　
　
　
2

▽
夫
人
入
寂
す

（雑
事
記
）

正
広

『
長
谷
寺
法
楽
百
首
』
に
合
点
す
（
雑
事
記
）

『
小
夜
の
ね
ざ
め
』
成
る
（
？
◇

（
一
四
七
四
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
7
3
歳

東
御
方
百
ヶ
日
法
要
願
文
を
作
す
（
雑
事
記
）

ト
部
本
を
以
て
『
日
本
紀
』
皇
極
紀
を
校
合
す
（
東
洋
文
庫

本
奥
書
）

一
乗
院
に

て
久
世
舞
を
見
物
す
（
雑
事
記
）

▽
息
東
大
寺
東
南
院
門
主
と
し
て
入
室
（
雑
事
記
）

成
就
院
に
て
久
世
舞
を
見
物
す
（
雑
事
記
）

白
毫
寺
に
参
詣
す
（
雑
事
記
）

成
就
院
に
て
久
世
舞
を
見
物
す
（
雑
事
記
）

近
衛
政
家
の
請
に
よ
り
、
『
日
本
紀
』
を
談
義
す
。
8
・
1
1
、

11
・

12

に

及
ぶ

（雑
事
記
）

西
大
寺
に
参
詣
す
（
雑
事
記
）

白
毫
寺
・
新
薬
師
寺
・
大
仏
殿
・
新
禅
院
を
遊
覧
す
（
雑
事

記
）再

稿
本
『
伊
勢
物
語
愚
見
抄
』
成
る

尋
尊
、
越
年
御
礼
と
し
て
、
兼
良
に
五
百
疋
進
ず
（
雑
事

記
）

（
一
四
七
五
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
7
4
歳

成
就
院
に

て
茶
会
を

催
す

（雑
事
記
）

『
和
秘
抄
』
成
る

住
吉
社
に
勧
請
和
歌
を
奉
納
す
（
生
形
貴
一
蔵
）

大
乗
院
に
て
一
条
家
記
録
を
虫
払
す
（
雑
事
記
）
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7
・
1
後
　
『
古
今
大
歌
所
抄
』
成
る
か

　
　
　
7
　
七
月
百
首
和
歌
会
を
催
す
（
雑
事
記
）

　
8
・
1
0
　
天
満
祭
猿
楽
を
見
物
す
（
雑
事
記
）

　
　
　
2
3
？
　
『
公
武
歌
合
』
の
判
者
と
な
る

　
9
・
1
0
　
宗
紙
来
謁
し
、
連
歌
に
親
し
む
。
9
・
3
0
に
も
（
雑
事
記
）

　
1
0
　
1
5
　
長
谷
寺
に
参
詣
す
（
雑
事
記
）

　
　
　
2
3
　
成
就
院
に
て
菊
見
す
（
雑
事
記
）

　
1
1
　
1
1
　
『
興
福
寺
維
摩
会
縁
起
』
成
る

　
1
2
　
2
9
　
日
野
政
光
三
十
三
回
忌
品
経
和
歌
に
出
詠
す
（
品
経
和
歌
）

　
こ
の
年
後
　
『
歌
林
良
材
集
』
成
る
か

文
明

八
年

（
一
四

七
六
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
7
5
歳

　
3
・
1
8
　
長
谷
寺
開
帳
、
奏
し
て
論
旨
を
乞
ふ
（
雑
事
記
）

　
4
　
2
7
　
成
就
院
に
て
連
歌
会
を
張
行
す
（
雑
事
記
）

　
5
・
1
5
　
長
谷
寺
に
参
詣
す
（
雑
事
記
）

　
　
　
1
6
　
千
句
連
歌
に
出
詠
し
、
1
7
、
1
8
に
及
ぶ
（
雑
事
記
）

　
　
　
1
9
　
随
心
院
に
て
、
『
源
氏
物
語
』
玉
蔓
を
談
義
す
（
雑
事
記
）

　
　
　
2
0
　
そ
の
残
を
談
義
し
て
、
帰
南
す
（
雑
事
記
）

　
　
　
2
3
　
宗
紙
の
請
に
よ
り
、
『
竹
林
抄
』
に
序
す

　

こ
の
月
　
『
何
木
百
韻
』
に
合
点
す
（
島
原
松
平
文
庫
本
）

　
6
・
中
　
『
古
今
集
童
蒙
抄
』
成
る
。
こ
れ
に
以
前
に
『
古
今
集
打

　
　
　
　
　
聞
』
、
こ
れ
以
後
に
『
古
今
集
秘
抄
』
成
る

　
7
・
下
大
内
政
弘
の
請
に
よ
り
、
再
稿
本
『
伊
勢
物
語
愚
見
抄
』

　
　
　
　
　
（
谷
村
文
庫
本
他
奥
書
）
、
再
稿
本
『
花
鳥
余
情
』
（
国
会
本

　
　
　
　
　
他
奥
書
）
を
書
写
し
贈
る

　
皿
・
上
前
　
『
叙
位
聞
書
』
『
令
聞
書
』
成
る

　
1
2
　
　
　
小
槻
晴
富
の
需
に
よ
り
、

　
　
　
　
　
部
本
他
奥
書
）

　
こ
の
年
前
　
『
連
珠
合
壁
集
』
成
る

文
明
九
年

（
一
四
七
七
）

652
711

7
　
・
イ
⊥7

8
　
・
2

　　　12

231727

文
明

十
年

　
正
・
1
8

　
ウ
κ
　
・
38

『
壬
生
官
庫
記
』
を
著
す
（
書
陵

76

歳

『
源
語
秘
訣
』
成
る

▽
息
相
応
院
恵
助
、
加
賀
芝
山
寺
に
て
寂
す
（
雑
事
記
）

後
土
御
門
天
皇
、
兼
良
の
独
吟
連
歌
を
叡
覧
し
、
御
製
を
附

し
て
広
橋
兼
顕
に
返
還
す
。
義
政
・
富
子
も
拝
観
を
需
む

（兼
顕
）

近
衛
房
嗣
等
と
、
興
福
寺
一
乗
院
に
て
茶
会
を
催
す
（
雑
事

記
）『

七
夕
歌
合
』
の
判
者
と
な
り
、
長
歌
を
献
ず
。
た
だ
し
、

宗
紙
が
南
都
へ
持
参
す
（
雑
事
記
）

成
就
院
に
て
連
歌
会
を
張
行
し
、
宗
祇
も
詠
進
す
（
雑
事

記
）入

京
、
妙
観
院
に
宿
る
（
雑
事
記
）

義
政
父
子
及
び
富
子
、
参
内
し
て
歳
暮
を
賀
し
、
御
宴
に
御

す
。
兼
良
も
召
に
よ
り
参
内
す
（
実
隆
・
親
長
）

幕
府
、
伊
勢
盛
種
の
押
坊
を
斥
け
、
光
明
峯
寺
領
山
城
小
塩

荘
を
兼
良
に
安
堵
せ
し
む
（
長
興
・
雑
事
記
）

（
一
四
七
八
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
7
7
歳

細
川
政
元
家
臣
茨
木
某
の
宿
所
に
移
る
（
雑
事
記
・
晴
富
）

北
野
社
法
楽
百
首
続
歌
に
出
詠
す
（
類
聚
和
歌
・
御
湯
殿

上
・
親
長
・
実
隆
）

興
福
寺
を
し
て
、
其
采
邑
摂
津
福
原
荘
の
賦
祖
を
督
促
せ
し
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17上

む

（雑
事
記
）

『
古
今
集
秘
抄
』
を
書
写
す
（
学
習
院
大
学
本
奥
書
）

こ
の
日
よ
り
、
翌
年
1
1
・
2
9
に
か
け
て
講
釈
を
行
ひ
、

『
一
禅
御
説
』
と
し
て
ま
と
む

宗
紙
の
需
に

よ
り
『
代
始
和
抄
』
を
著
す

某

こ
の
月

3
・
8
　
畠
山
政
長
、
其
陣
地
室
町
第
の
東
を
兼
良
に
寄
し
、
居
を
此

　
　
　
　
処
に

移
す

（雑
事
記
）

春
　
　
　
後
土
御
門
天
皇
の
勅
命
に
よ
り
『
花
鳥
余
情
』
を
献
上
す

　
　
　
　
（
龍
門
文
庫
本
他
奥
書
）

4
・
1
0
　
こ
の
日
よ
り
『
源
氏
物
語
』
談
義
を
始
め
、
4
・
1
9
、
2
6
、

　
　
　

　
8
・
7
、
8
、
1
5
、
9
・
6
、
1
1
・
2
、
4
に
及
ぶ
。
畠
山

　
　
　
　
政
長
・
日
野
富
子
も
聴
講
す
（
親
長
）

6
・
5
　
広
橋
兼
顕
等
の
請
に
よ
り
、
『
江
家
次
第
』
を
講
ず
（
兼
顕
）

　
　
2
6
　
斎
藤
妙
椿
、
金
を
贈
る
（
雑
事
記
）

　
　
2
7
　
義
尚
、
広
橋
兼
顕
に
広
橋
系
図
を
貸
与
せ
ん
こ
と
を
求
め
、

　
　
　
　
つ
い
で
、
兼
良
に
諸
家
系
図
を
借
り
こ
れ
を
写
す
（
兼
顕
）

こ
の
月
　
二
階
堂
政
行
の
問
に
対
し
、
『
二
判
問
答
』
を
著
す

8
・
1
0
　
大
内
政
弘
、
金
を
贈
る
（
雑
事
記
）

　
　
2
9
　
庶
人
に
某
邸
地
を
違
乱
せ
ら
る
る
を
幕
府
に
訴
へ
、
幕
府
こ

　
　
　
　
れ
を

停
止
せ
し
む
（
兼
顕
）

9
・
2
　
『
庚
申
歌
合
』
に
加
判
す
（
親
長
）

10

・

15

前
幕
府
に
勅
し
て
、
禁
裏
御
料
所
の
貢
租
を
進
納
せ
し
む
。

　
　
　
　
幕
府
奉
ぜ
ざ
る
を
以
て
、
逆
鱗
あ
り
、
こ
の
夜
、
位
を
遜
れ

　
　
　
　
て
、
聖
寿
寺
に
行
幸
せ
ん
と
す
。
勝
仁
親
王
・
兼
良
等
諌
止

　
　
　
　
す

（親
長
・
兼
顕
・
長
興
・
雑
事
記
）

　
11

・

27
　
冬
良
と
と
も
に
春
日
社
若
宮
祭
に
詣
づ
（
多
聞
院
・
雑
事

　
　
　
　
　
記
）

　
12

・

3
　
大
乗
院
に
て
、
猿
楽
（
金
春
）
を
見
物
す
（
雑
事
記
）

　
　
　

6
　
帰
洛
す
（
雑
事
記
）

　
　
　
13

　
山
城
誓
願
寺
に
、
京
都
一
条
小
川
の
地
を
安
堵
せ
し
む
、
つ

　
　
　
　
　
い
で
幕
府
も
こ
れ
を
安
堵
せ
し
む
（
誓
願
寺
文
書
・
兼
顕
）

文
明

十
一
年
（
一
四
七
九
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
7
8
歳

　
正
・
7
　
三
合
厄
祈
蔵
和
歌
を
詠
ず
（
実
隆
・
兼
顕
・
甲
子
夜
話
）

　
　
　
18

　
教
房
、
兼
良
邸
造
営
の
材
を
、
土
佐
よ
り
京
都
に
送
る
（
雑

　
　
　
　
　
事
記
）

　

2
・
6
　
▽
近
衛
政
家
、
兼
良
等
よ
り
『
摂
家
伝
』
を
借
り
、
書
写
す

　
　
　
　
　
（
政
家
）

　

4
・
2
6
　
崇
徳
院
法
楽
百
首
に
出
詠
す
（
書
陵
部
本
・
高
松
宮
本
）

　
5
　
1
2
　
和
漢
聯
句
会
を
催
す
（
長
興
・
政
家
）

　

6
9
御
霊
社
法
楽
百
首
に
出
詠
す
（
親
長
・
十
輪
院
・
類
聚
和

　
　
　
　
　
歌
）

　
　
　
1
2
　
随
門
坊
に
て
月
次
和
漢
聯
句
会
に
出
詠
す
（
政
家
）

　
8
・
超
　
和
漢
聯
句
に
合
点
す
（
政
家
）

　
　
　
2
3
　
越
前
に
赴
き
、
朝
倉
孝
景
の
歓
待
を
受
け
、
閏
9
・
1
8
帰
洛

　
　
　
　
　
す

（政
家
・
管
見
・
晴
富
・
雅
久
・
長
興
）

　
9
・
2
7
前
　
『
県
召
除
目
三
箇
夜
次
第
』
成
る
（
尊
経
閣
本
奥
書
）

　
閏
9
・
2
3
　
▽
実
隆
、
兼
良
作
町
光
広
本
『
朔
旦
冬
至
旬
次
第
』
を
書

　
　
　
　
　
写
す

（実
隆
）

　
こ
の
年
　
伊
勢
貞
伍
、
自
歌
合
の
判
を
申
入
る
（
下
つ
ふ
さ
集
）

文
明
十
二
年
（
一
四
八
〇
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
7
9
歳



ヱ98

正
・
1
0
　
関
白
以
下
義
政
の
小
河
邸
及
び
幕
府
に
参
賀
す
れ
ど
も
、
窮

　
　
　
　
迫
に

よ
り
不
参
（
宣
胤
）

　
　
22
　
随
心
院
に
て
月
次
和
漢
聯
句
を
催
し
、
発
句
を
詠
出
す
（
政

　
　
　
　
家
・
宣
胤
・
長
興
）

　
　
23
　
大
乗
院
尋
尊
、
兼
良
に
物
を
贈
る
（
雑
事
記
）

　
　
28

　
近
衛
政
家
、
除
目
に
つ
い
て
尋
ぬ
（
政
家
）

2
・
1
1
　
尋
尊
、
兼
良
邸
造
営
の
材
木
を
送
付
せ
ん
こ
と
を
、
畠
山
義

　
　
　
　
就
に

請
ふ

（雑
事
記
）

　
　
2
2
　
随
心
院
に
て
月
次
和
漢
聯
句
会
を
催
す
（
宣
胤
・
政
家
）

　
　
2
9
　
飛
鳥
井
雅
康
の
勧
進
に
よ
り
、
一
品
経
和
歌
を
詠
出
す
（
宣

　
　
　
　
胤
・
政
家
）

3
　
　
　
兼
良
と
の
問
答
を
、
肖
柏
、
『
肖
柏
問
答
抄
』
と
し
て
ま
と

　
　
　
　
む

4
・
2
　
自
邸
に
て
月
次
和
漢
聯
句
会
を
催
す
（
宣
胤
・
政
家
）

こ
の
月
　
冬
良
に
『
桃
華
蘂
葉
』
を
与
ふ

5
・
2
1
　
随
心
院
に
て
月
次
和
漢
聯
句
会
を
催
し
、
発
句
を
出
詠
す

　
　
　
　
（
政
家
）

　
　
2
2
　
日
野
富
子
、
料
足
を
贈
る
（
雑
事
記
）

　
　
2
3
　
随
心
院
に
て
『
孟
子
』
談
義
を
始
む
。
近
衛
政
家
・
鷹
司
政

　
　
　
　
平
も
聴
講
。
こ
の
後
、
5
・
2
9
、
6
・
9
、
2
2
、
2
8
、
7
・

　
　
　
　
3
に
及
ぶ
（
政
家
）

6
・
4
　
随
心
院
に
て
和
漢
聯
句
会
を
催
す
（
政
家
）

　
　
1
1
　
法
楽
和
漢
聯
句
会
に
出
詠
す
（
政
家
）

　
　
2
0
　
連
歌
御
会
に
脇
を
奉
仕
す
（
御
湯
殿
上
・
長
興
）

7
・
2
8
？
　
義
尚
、
政
道
を
兼
良
に
諮
ひ
、
『
樵
談
治
要
』
を
著
し
て

　
　
　
　
　
送
る
（
雑
事
記
）

　

8
・
9
　
連
歌
御
会
に
発
句
を
出
詠
す
（
政
家
・
親
長
・
実
隆
）

　
　
　
24

　
僧
景
産
蘭
披
に
勅
題
を
賜
ひ
、
五
山
僧
徒
に
先
哲
名
勝
の
詩

　
　
　
　
　
を
詠
進
せ
し
め
、
つ
い
で
公
家
に
勅
題
を
賜
ひ
、
漢
土
人
物

　
　
　
　
　
勝
地
の

和
歌
を

詠
進
せ
し
む
。
兼
良
、
唐
莞
等
を
詠
進
す

　
　
　
　
　
（
文
明
易
然
集
・
文
明
年
中
応
製
詩
歌
・
実
隆
）

　

m
・
3
　
こ
の
日
よ
り
、
『
江
家
次
第
』
を
進
講
す
。
1
0
・
6
、
1
2
、

　
　
　
　
　
1
9
に
及
ぶ
（
親
長
・
政
家
）

　
　
　
4
　
禁
裏
和
漢
聯
句
に
合
点
す
（
政
家
）

　
　
　
7
　
細
川
道
賢
十
三
回
忌
品
経
和
歌
（
崇
禅
寺
経
題
和
歌
）
に
詠

　
　
　
　
　
出
す
（
品
経
和
歌
）

　
　
　
1
5
　
冷
泉
為
富
の
勅
勘
を
赦
さ
れ
ん
こ
と
を
請
ひ
、
こ
の
日
赦
さ

　
　
　
　
　
る
（
御
湯
殿
上
・
宣
胤
）

　
1
2
・
2
　
親
王
元
服
次
第
に
つ
き
、
近
衛
政
家
、
兼
良
に
相
談
す
（
政

　
　
　
　
　
家
）

　
　
　
1
3
　
親
王
名
字
勝
仁
た
ら
ん
こ
と
に
異
議
を
唱
ふ
（
親
長
）

　
　
　
2
1
　
親
王
室
町
殿
渡
御
に
つ
き
、
近
衛
政
家
、
兼
良
に
相
談
す

　
　
　
　
　
（
政
家
）

文
明
十
三
年
（
一
四
八
一
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
8
0
歳

　
正
・
1
8
　
禁
裏
月
次
歌
会
に
出
詠
す
（
公
宴
続
歌
七
・
京
大
国
文
研
本

　
　
　
　
　
禁
裏
月
次
五
十
首
御
続
歌
）

　
2
・
2
4
　
千
句
御
会
に
出
詠
す
（
政
家
・
十
輪
院
・
実
隆
）

　
　
　
2
7
　
兼
良
等
蹴
鞠
を
行
ふ
（
政
家
）

　
3
・
1
1
　
和
漢
聯
句
に
合
点
す
（
書
陵
部
本
）

　
　
　
2
6
発
病
（
親
長
・
宣
胤
・
政
家
）



4
　
・
2

　明
4応

2年108
莞
ず

（親
長
・
宣
胤
・
政
家
・
実
隆
・
十
輪
院
）

兼
良
追
悼
連
歌
御
会
（
御
湯
殿
上
・
十
輪
院
）

東
福
寺
常
楽
院
に
葬
る
（
宣
胤
∵
雑
事
記
〉

（
一
四

九
三
）

▽
兼
良
十
三
回
忌
孝
経
和
歌
を
、
冬
良
勧
進
す
（
宣
胤
・
政

家
）

199　一条兼良略年譜


